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霊場しさ安てす。ほかじもさ義し

い工芸滋事し。

ご家主義務毛そろいでご決i塞く

走ざされ1。

争
カ
ラ
オ
ケ
大
会

会
青
空
市

出
場
希
望
者
は
カ
ラ
オ
ケ
テ

i
プ

〈

0
0

ト
ラ
も
可
)
を
持
参
し
て
〈
だ
さ
お
を
と
み
の
品
丹
空
出
、
今
年
も
趣
向

い
位
当
日
9
時
か
ら
受
け
付
け
L
ま
す

B

を
こ
ら
し
た
山
問
中
日
が
軒
争
並
べ
ま
す
の

係
市
街
な
シ
ヨ
ヤ
レ
」
ン
ク
を
お
犠
L
A
く

み
滞
緩
太
鍛
な
信
一
円
盤
掛
か
ぐ
ら
だ
さ
い
。
ま
た
市
内
問

r殺
計
内
総
4
4

州
内
拘
撚
太
然
的
治
し
も
の
は
遇
制
緩
殺
も
み
り
ま
す
。

組問
L

と

咋

日

本

的

、

小

引

い

却

幽

V

酬
問
い
合
わ
骨
*
絞
殺
ま
つ
り
川
流
行

一
方
、
古
一
一
戸
出
品
か
ぐ
ら
は
紘
副
都
や
か
災
後
後
々
木
棺
(
m
m
〉
3
5
語
ら

な
銭
的
衣
を
目
見
に
ま
・
と
い
、
素
朴
で
滋
*
本
総
(
当
日
〉
惜
(
貯
)
2
4
4
4

調
哩
醐
産
業
ま
つ
り
(
農
業
部
門
)

髄
髄
小
学
生
書
道
コ
ン
ク
ー
ル

綴
滋
を
通
じ
‘
子
供
た
ち
に
ふ
ホ
品
民
主
V
応
募
方
沖
調
作
品
的
世
に
芋
年
志
氏

し
て
の
米
を
見
燃
し
て
も
ら
ヲ
た
め
、
各
会
総
入
。
袋
に
は
ル
門
前
、
学
校
名
索

機
滋
3

ン
ク
!
?
菅
波
織
し
ま
す
，
判
明
制
的
し
市
総
品
開
練
へ
出
付
や
ま
た
は
邸
議

V
出
品
線
格
・

m

…T
1
7
3

虐

4
年
や
し
V
蹴
概
ω

一
端
、
淡
彩
作
品
は
日
バ
同
日
朝

ご
}
し
ひ
か
り

h

、
5
・
6
都
小
一
ぷ
a
U
日
的
出
地
裁
ま
つ
り
…
燦
然
部
門
川
で

楽
町
中
ヘ

m献
は

1
月
め
得
初
出
枇
に
後
援
活
持
続
賞
、
入
灘
、
付
作
い
に
災
状
、

府
し
た
用
紙

1
人
1
内
一
仁
綴
り
ま
す
行
。
H
M
均
出
品
釘
全
い
闘
に
事
加
什
円

マ
応
募
資
格

3
年
生
か
ら
6
等
生
ま
V
詩
的
明
り
日
川
5
日
午
怯
w
h
d
時

で

の

市

内

町

小

学

生

V

問

問

い

合

わ

せ

農

政

謀

霊童欝欝重量
護老事長手術E題審号線重正実主革本総

ご協力おりがとうございまし左。

主主議民

用絶対皮対

み
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
遊
箆

公
開
情
的
笈
ヨ
広
場
を
綴
山
内
L
て
必
%

に
榔
間
後
へ
縛
い
上
が
り
、

6
知
的
コ
ー

ス
脅
H
4
0

分
ぞ
2
開
叫
し
ま
す
。
ス
ピ
!
ド

リ
同
時
速
2
0
0」
問
。

j
祭
3
0
0
m
か

L

円
は
、
私
a
m
H
制
的
も
制
刊
問
慌
時
も
悶
問
時
に
限

ド
に
{
ぬ
が
り
ま
す
め
な
お
俗
輩
帯
は
、

事
録
に
綾
寄
り
の
読
売
市
出
で
ご
酬
明
人
く

だ
さ
い
。
(
科
金
1
人
3
5
0
0
内
)

@
搭
乗
券
緩
亮
一
昨
平
即
日
選
出
‘
北
口

り
ら
が
答
浴
‘
ブ

y
ク
ス
ス
ズ
キ
、
ア

ピ
コ
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
}
、
神
障
山
消
防
、

家
獄
事
務
総
、
e
γ
…
附
撒
μ
P
H
山
附

&
今
ク
タ
に
黍
ろ
う

民
然
主
我
H柿

f
仁
ラ
ク
ダ
が
山
山
間
唱
f

ン
ル
タ
戸

25iV的
容
側
関
一
丸
で
ザ
ラ
ク
ダ
に

ま
化
が
り
~
記
念
写
終
を
ど
う
ぞ
命
プ
ロ

的
得
均
時
制
服
unu
ん
も
、
そ
の
滋
で
で
き
る

フ
寸
ト
ラ
サ
金
約
殺
し
て
い
ま
寸
時

キ
ふ
れ
あ
い
勤
務
ラ
ン
ド

モ
ル
モ
ソ
ト
や
ウ
サ
ギ
、
ヤ
ぞ
れ
渇
ど

お
と
な
し
い
勤
特
を
祭
め
ま
L
炉
、
一

銭
に
走
っ
た
り
、
主
で
た
り
で
き
ま
す
。

エ
サ
ち
た
く
さ
ん
用
立
し
ま
し
た
a
可

愛
が
っ
て
〈
ど
さ
い
e

1
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あ

内
総
本
的
人
権
が
と
の
よ
3
に
擁
沼
崎
き
ム
日
絞
)
を
中
心
と
し
た
一
法
的
法
務
総

れ
て
い
る
の
か
と
い
勺
た
こ
と
金
泣
総
帥
慨
を
続
制
す
る
品
川
を
設
け
、
彼
杵
特
約

す
る
税
措
州
公
約
絞
殺
問
時
公
安
設
け
ま
と
蹴
日
制
花
道
況
に
当
た
っ
て
が
紋
め
な
い
よ

ペ

う

に

絡

め

て

お

ま

し

た

。

守

地

眠

、

市

職

条
捌
の
潟
知
徹
底
で
日
立
ぴ
安
定
い
対
し
て

w

ニ
2

・ト

F

、

え

'

閉

め

綴

知

徹

践

を

m

w

り

、

彼

終

的

事

故

事
故
防
止
に
努
力

玉
三

2

1

1

凡
な
に
芸
一
対
的
努
力
を
L
て
い
く

こ
の
条
例
金
制
制
定
す
る
，
部
に
も
‘
お
宰
え
で
す
。

で
は
住
民
基
本
7

ス
タ

i
(住
民
議
本

山
下
絡
を
訟
燃
で
白
地
揃
枕
し
て
い
ま
す
ぺ

ニ
札
ら
め
議
終
に
は
も
多
く
内
側
人

情
絡
が
ぶ
問
時
匁
ぐ
れ
て
い
ま
寸
e

ュ
内
た

的
、
抑
制
人
州
国
絡
が
川
捕
れ
た
り
改
ヴ
ん
お

れ
た
リ
す
る
め
を
滋
ぐ
た
め
、
市
で
は

7

ロ
ジ
ふ
ク

i
'
T
i
ム
を
編
成
し
、
ぽ

F
討
露
出
問
的
純
増
に
間
叫
す
ゐ
一
諸
悪
務
的

制
商
交
-
分
析
を
一
打
い
、
そ
町
州
開
同
世
討
議

に
つ
い
て
接
誌
を
一
世
ね
て
き
ま
し
た

P

条
例
作
成
過
寝
で
の

基
本
的
な
写
え
ガ

総基地の

日
間
に
{
り
わ
れ
だ
的
年
第
3
m
沼
市
揃
笠
宮
定
機
会
℃
、
電
子
債
券
機
に
よ
り
闇
弛
緩
さ
れ
る
四
間
人
時
間
殺
の
保
績
を
目
的
と

し
た
、
統
制
開
予
熊
楠
噸
叩
ナ
鮎
訓
練
組
組
踊
料
品
W
樹
刊
阻
聞
は
m
m
る
鰯
入
時
間
殺
の
傑
畿
に
剛
附
叩
9
2日一議開閉し

i
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
傑
澄
条
例
ー

か
m
M
決
議
れ
殺
し
総
。
際
市
内
℃
鉱
閉
抑
制
附
糊
劇
、
蜘
閥
泌
総
削
附
市
に
欄
間
務
忽
榔
樹
内
出
の
成
立
一
で
、
付
悶
け
4
臼
か
ら
世
間
行
さ
れ
法
サ
。

条例の内容
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闘
臨
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圃
圃
幽
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a
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一
議

MAor 
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抑

制

札

4

削
問
附
附
o
o

n
由

z
r

rむ
お

県
下

3
番
目
、
円
月

1
日
か
ら
施
行

絡
に
、
ニ
的
象
的
的
作
成
晴
則
的
で
的

作
嶋
本
的
h
h
o
与
え
ん
と
し
て
、

ω収
集
判
例

議
内
市
郡
山
明
山
山
制
刊
開
明
制
削
滅
的
際
削
閉
山
川
桝
人

警
初
出
め
市
相
別
問
川
間
滞
端
正
悟
岡
崎
的
限
附
川
汽
奈
川
間
以
令
山
開
条
で
山
間
戒
さ
れ
札
て
い
ま
苧
h
れ
る
は
か
‘
没
ぷ
会
札
口
め
従
事
告
ぷ
抑
耕
一
い
ね
山
口
外
さ
れ
と
い
ゅ
の
山
H
い
め
刷
削
船
棚

れ
日
明
段
階
化
的
税
制
問

i
を
絡
ま
え
て
門
業
す
十
七
?
な
内
存
は
次
丹
波
り
℃
す
か
か
山
羽
以
!
h
九
時
台
以
、
そ
め
ι
設
は
刊
に
も
い
い
ッ
い
て
附
附
r
小
企
中
山
山
ナ
る
w

却
し
と
で
か

に
ふ
ヨ
た
り
ま
し
た
。
〈
帝
の
費
務
V
ト
申
は
液
終
的
t
H
理
叩
品
川
憾
の
問
許
制
が
科
一
対
h
れ
ま
タ
ふ
一
、
ま
た
内
%
に
剣
山
り
カ
あ
る
と
$
は
、

装
闘
問
の
内
円
台
民
別
掲
の
時
リ
て
す
か
寸
H
h
一
当
た
っ
て
は
、
患
い
い
正
確
さ
を
維
〈
記
録
的
制
娘
v

屯
柑
叫
に
ぷ
日
目
す
る
お
比
企
巾
出
す
る
こ
し
ど
が
で
き
ま
す
れ

r
工
会

H
と
し
て
は
、
ま
す
第
仁
、
市
片
付
?
六
割
人
筑
間
障
を
漏
え
い
、
改
ぎ
ん
間
人
情
報
は
、
事
務
内
執
行
上
、
必
安
〈
係
人
晴
報
保
務
審
議
会
v

市
長
め

の
屯
切
符
烈
は
そ
の

k
b
r訟
を
託
に
よ
持
尖
さ
間
制
し
て
は
な
ら
な
い
と
し
ま
か
っ
絞
小
限
の
も
の
と
し
、
娯
人
向
田
い
ャ
副
総
を
受
け
て
、
間
人
情
報
の
保
w
A
い
い

り

同

地

削

持

さ

れ

て

い

る

災

怖

か

九

、

治

則

川

正

~

、

相

山

‘

い

判

長

、

.
4
数
、
人
組
、
H
H
公
約
身
必
要
な
事
刷
を
調
先
、
審
議
す
る
た
め

期
復
と
副
知
続
縦
長
は
け
て
い
ま
す
。
内
内
サ
制
蜘
義
務
と
踊
開
制
問
v

t
也
祥
事
問
昨
日
い
吋
此
M
V
m
叫
羽
に
山
間
寸
ゐ
M
V
d
引
は
ぶ
M
M
L
官
官
議
会
を
訪
山
由
し
ま
L
た
。
吾
川
H
は
防

次
に
、
よ
り
…
続
的
例
人
的
械
の
似
点
川
町
ド
?
叫
ん
お
や
二
約
五
蹴
怖
を
法
殺
し
で
は
な
い
り
な
い
と
し
ま
し
た
人
以
内
で
、
れ
期
は
Z
句
で
す

n

を
同
る

i
か
ら
‘
山
附
別
的
胤
川
町
け
ぞ
れ
ん
お
は
、
総
務
上
知
り
削
w
h
ん
州
側
人
的
制
ハ
総
例
制
繍
倒
的
公
淡
v

点

は

柑

例

入

浴

U

1

J

u

h

な
く
匂
ぶ

f
心
持
機
に
よ
り
路
線
、
、
れ
お
誌
編
ら
し
さ
は
な
り
ま
け
ん
匂
ニ
の
鰍
川
以
外
出
引
は
ふ
句
、
織
作
品
M
パ
に
ハ
ム
長
し

d
t

る
一
守
時
的
組
絡
が
峰
H
な
れ
時
的
も
と
義
務
に
法
一
拭
L
た
民
は

i
旬
以
ト
内

仁叩北
J

討
さ
し
札
f
L

い
る
か
、
ま
た
、
市
民
懲
役
ま
ん
は
誌
が
川
円
以
ド
の
泌
告
に
川
崎

韻
人
情
報
保
鑓
審
議
会
も
設
寵

悩
人
情
報
の
漏
え
い

改
ざ
ん
防
止
が
将
校
約

出
世
ん
口
市
で
は
事
務
的
効
率
化
と
市

民
#
i
ピ
ス
向
上
の
た
め
‘
作
一
M
A
旗
本

ム
日
総
‘
山
内
山
体
、
年
世
、
制
聞
社
、
選
挙
、
殺

品
川
、
間
作
目
、
水
減
、
会
中
川
な
ど
多
く
め

処理の

後
続
、
大
緩
め
繍
人
減
問
州
制
が
後

悼
碑
に
よ
り
h
時
細
ほ
さ
れ
る
フ
ラ

イ
パ

Y
1保
護
条
例
仲
川
、
こ
め

市
民
の
個
人
的
秘
認
を
探
議
す

る
た
め
の
条
例
た

231 

〈
開
示
と
釘
底
的
議
索
機
〉
市
民
段
、
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観

難
齢

認
す
勤

宮
署量

擢
霊童
吉宮
是襲
撃

z f}1 ~ 

9
月
間
臼
か
ら
自
民
ま
で
捌
か
れ
た
昭
和
田
年
第
3
沼
市
議
会
定
例
会
で
の
市
長
の
市
政
一
般
報
告
と
、

識
案
の
審
責
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
朝
日
に
行
わ
れ
た
市
政
一
絞
報
告
は
4
項
目
。
こ
こ
で
は
、
そ

の
ほ
ぼ
全
文
を
紹
介
し
ま
す
(
た
だ
し
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
阜
市
例
に
つ
い
て
は
、
I
E
に
掲
載
の

た
め
省
略
)
。
一
方
、
融
業
は
剖
件
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
市
道
路
線
の
認
定
と
昭
和
田
年
度
各
会
計
決
算

認
定
謹
案
7
件
が
継
続
審
衰
と
な
っ
た
ほ
か
は
、
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

恵まれた置先貰書、寺桂あゆみの錦公祉を基に、措々 な観光レヲリエ ション撞興事葺が推進される

社
と
い
っ
た
も
の
が
大
半
で
す
が
、
市
こ
と
は
、
特
色
あ
る
魅
力
に
満
ち
た
ま

と
し
て
は
市
民
か
ら
よ
り
視
し
ま
れ
る
ち
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め

も
の
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
と
、
さ
ら
に
は
経
済
的
な
潤
い
が
不
可
欠
で
す
。

に
こ
の
公
社
事
業
向
指
針
を
す
で
に
県
幸
い
本
市
は
、
手
口
沼
を
中
心
と
し

が
策
返
し
た
手
賀
沼
属
辺
観
光
レ
ク
り
た
す
ば

P
し
い
自
然
環
境
を
有

L
、
首

鼠
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
エ

i
y
ョ
ン
整
備
計
画
「
あ
ゆ
み
の
蝿
都
国
近
部
都
市
町
人
々
の
オ
ア
シ
ス
と

る
た
め
の
法
人
組
織
化
に
つ
い
て
は
、
構
想
」
に
求
め
た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
な
る
要
素
を
十
分
備
え
て
お
り
、
現
在

我
孫
子
市
商
工
観
光
事
業
態
興
実
施
許
財
団
法
人
あ
ゆ
み
の
郷
公
社
と
仮
称
し
で
も
休
包
は
数
千
人
的
人
々
が
手
究
沼

画
に
基
づ
き
、
数
年
前
か
ら
設
立
に
向
事
前
協
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
を
訪
れ
て
い
ま
す
闘
今
後
、
手
口
沼
周

け
て
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
の
法
人
組
織
の
設
立
目
的
は
、
活
辺
町
観
光
レ
ク
リ
エ
1
ン
ヨ
ン
振
興
を

た
び
県
関
係
部
局
と
の
事
前
協
議
が
整
力
に
満
ち
た
自
立
都
市
づ
〈
り
を
目
指
目
的
と
す
る
「
あ
ゆ
み
の
蝿
」
構
必
を

い
、
本
年
四
月
1
日
付
を
も
っ
て
、
財
す
こ
と
で
す
。
市
は
今
や
首
都
密
の
中
葉
に
、
地
域
住
民
と
力
を
合
わ
せ
沼
周

回
法
人
我
孫
子
市
あ
ゆ
み
の
蝿
公
社
の
絵
師
帥
市
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
が
、
辺
の
環
境
を
整
備
し
、
魅
力
あ
る
ま
ち

設
立
認
可
が
知
事
か
ら
得
ら
れ
る
見
通
ま
ち
の
総
済
を
潤
す
よ
う
な
特
色
あ
る
づ
く
り
を
進
め
れ
ば
、
手
賀
沼
浄
化
的

し
と
な
り
ま
し
た
。
産
業
は
世
な
く
、
特
に
商
業
活
動
は
近
啓
発
運
動
的
高
掲
及
び
世
間
業
・
観
光
事

法
人
組
織
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
他
陣
都
市
に
比
べ
大
幅
に
停
滞
し
て
い
る
業
、
農
漁
業
等
地
域
経
済
的
活
性
化
が

都
市
で
は
箆
光
協
会
あ
る
い
は
観
光
公
の
が
境
状
で
す
。
今
、
私
た
ち
が
望
む
図
ら
れ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
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午前1日時~午鐘4時

事買沼公園コ芝ユエティー広場

化
と
祉
を
増
や
し
、
や
す
ら
ぎ
の
ま
談
く
だ
さ
い
。

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
各
極
的
樹
な
お
、
当
日
、
緑
に
関
す
る
ア
ン
ケ

木
や
花
を
取
り
そ
ろ
え
て
市
価
よ
り
安

i
ト
も
行
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
何
回

く
販
売
す
る
第
1
回
我
係
子
市
植
木
ま
答
者
に
は
、
チ
ュ
l
リ
y
プ
・
ク
ロ
ソ

つ

2」
開
催
し
ま
す
。
カ
ス
・
ス
イ
セ
ン
肉
球
根
を
プ
レ
ゼ
ン

日
頃
、
樹
木
や
観
葉
植
物
。
+
十
入
れ
、
ト
し
ま
す
。
(
泊
目
・
幻
日
と
も
先
着

病
害
虫
の
防
除
で
頭
を
痛
め
て
い
る
方
、
1
0
0
0
名
ず
つ
)

庭
づ
く
り
を
考
え
て
い
る
方
に
無
料
相

V
問
い
合
わ
せ
都
市
計
画
課
公
閤
結

談
も
行
い
ま
す
。
気
軽
に
何
で
も
ご
絹
地
係

かげがえのない線、みんなの力で守ろう

今
年
内
夏
は
特
に
暑
く
、
結
陰
が
ひ

と
き
わ
恋
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
棋

は
風
景
を
形
づ
く
る
ば
か
り
で
な
く
、

酷
素
を
つ
く
っ
た
り
、
大
気
的
浄
化
、

気
温
・
湿
度
内
自
然
謁
輩
、
強
風
、
砂

ぼ
こ
り
の
し
ゃ
断
な
ど
様
々
な
機
山
田
を

持
っ
て
私
た
ち
の
生
活
を
守
り
続
け
て

い
ま
す
。

私
た
ち
の
住
む
我
孫
子
市
は
、
年
々

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
造
物
が
多
〈
な
り
、

結
の
巣
た
す
役
割
は
一
層
重
要
に
な
っ

企
業
努
力
も
限
界

に
。
料
金
改
定
へ

市
内
水
道
幅
業
は
昭
和
岨
年
内
給
水

開
始
以
来
、
公
衆
衛
生
町
向
上
と
空
活

水
準
円
高
度
化
に
寄
与
す
べ
く
、
本
円

安
定
供
給
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
と
り

わ
け
本
円
安
定
供
給
の
観
点
か
ら
、
昭

和
日
年
同
月
以
降
北
千
葉
広
雄
水
道
企

業
団
か
ら
受
本
を
開
拍
し
、
市
町
水
源

は
地
下
水
と
受
木
の
二
本
立
て
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
制
合
は
水
需
要
円
増
加

や
井
戸
内
能
力
低
下
等
に
よ
り
、
年
々

受
木
へ
の
依
存
度
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
受
木
醐
到
の
給
水
原
備
に
占

三議案の審査結果三

13議案が可決

て
き
て
い
ま
す
。
現
荘
、
市
内
に
は

3・

U
M
の
林
が
残
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
市
全
体
面
楠
日
目
前
回

の
1
割
に
満
た
な
い
状
態
で
す
。

市
で
は
持
地
の
保
全
を
白
指
し
、

4
月
1
8
に
「
緑
町
基
金
L

制
度
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
基
金
は
、

市
内
楠
立
金
と
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
付

に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

甲
問
い
合
わ
せ
都
市
計
画
課

-n-L 、、
uws-O L

 
つ、‘w 

め
る
訓
告
が
大
き
く
な
り
、
財
政
状
況
た
し
ま
し
た
。
谷
町
ル
ー
ト
で
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

を

悪

化

さ

せ

て

い

ま

す

。

今

後

と

L
水
道
事
業
管
理
者
と
も
ど
そ
も
そ
も
市
で
は
、
す
で
に
開
発
が

ま
た
営
業
外
収
入
で
あ
る
松
山
川
水
中
も
、
経
営
内
合
理
化
、
効
率
化
に
積
極
進
み
混
雑
し
て
い
る
成
田
捕
に
接
続
し

込
納
付
金
が
、
昨
今
の
宅
地
開
発
の
沈
的
に
取
り
組
み
、
安
定
し
た
給
水
サ
ー
な
け
れ
ば
常
磐
轄
の
妓
本
的
な
混
雑
時

静
化
、
人
口
増
の
鈍
化
等
に
よ
り
大
幅
ピ
ス
の
向
上
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
相
は
錐
し
い
と
い
う
観
点
か
ら
、
常
磐

に
収
入
が
減
っ
て
収
支
の
不
均
簡
を
深
、
¥
I
l
l
1
1川
川
パ
リ
I
l
l
-
-
」
掠
輸
送
力
整
備
・
新
綿
建
読
促
進
期
成

肉
、
経
費
節
減
、
経
営
円
台
詰
ま
一
さ
ら
に
継
続
し
て
一
同
撃
を
通
じ
成
団
結
へ
の
接
続
を
強

企
業
努
力
の
み
で
は
財
政
赤
字
を
解
消
一
運
動
を
展
開
一
カ
に
働
き
か
け
て
き
ま
し
た
。
県
も
向

で
き
な
い
状
況
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
戸
寸
バ
イ
斗
寸
寸
j
J

じ
認
識
に
た
ち
、
県
で
提
出
し
た
6
ル

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
え
道
事
業

f
i芸
新
銀
i
ト
案
す
べ
て
が
成
団
体
と
接
続
し
て

経
営
内
健
全
化
を
図
る
た
め
、
科
金
改
運
輸
政
策
審
議
会
は
、
7
月
日
呂
、
い
ま
し
た
。

定
を
含
め
た
昭
和
田
年
度
か
ら
臼
年
度
東
京
固
に
お
け
る
商
速
鉄
道
を
中
心
と
し
か
し
、
市
町
念
顕
で
あ
る
成
田
棉

ま
で
の
3
か
年
同
財
政
計
画
を
策
定
さ
す
る
交
通
網
の
整
備
に
関
す
る
基
本
計
の
複
棉
化
に
も
寄
与
す
る
我
孫
子
駅
の

せ
、
計
画
案
を
水
道
事
業
運
営
審
議
会
酒
に
つ
い
て
、
運
輸
大
箆
に
答
中
し
ま
通
過
は
、
残
念
な
が
ら
今
囲
内
答
申
に

に
諮
問
し
慎
重
審
議
を
煽
っ
た
と
こ
ろ
、
し
た
。
こ
の
中
で
、
全
弱
で
最
も
混
雑
は
盛
り
込
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後

平
均
U
・
1
%
の
料
金
改
定
は
止
む
を
の
散
し
い
常
磐
線
の
混
雑
緩
和
を
図
る
は
、
建
設
計
調
策
定
の
時
点
で
成
田
棉

得
な
い
と
の
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
た
め
の
新
線
に
つ
い
て
は
、
東
+
早
i
浅
に
接
続
さ
れ
る
よ
う
強
力
に
働
き
か
け

の
で
、
今
議
会
に
条
例
改
正
を
提
案
い
草
l
北
千
住
i
一
一
一
揖
1流
山
1
柏
守
て
い
く
考
え
で
す
。

天

王

台

都

市

下

水

路

、

っ

く

し

野

川

拡

幅

工

事

も

@

工

事

請

負

契

約

の

締

結

に

つ

い

て

金
菱
惜
か
ら
菱
田
1
号
公
悶
に
至
る
つ

①
市
電
子
計
算
組
織
の
利
用
に
係
る
個
改
定
す
る
も
の
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
く
し
野
川
(
第
4
工
区
)
改
修
工
事
の

人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
町
制
定
後
日
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
請
負
契
約
を
1
億
5
1
5
0
万
円
で
締

内
容
に
つ
い
て
は
1
函
に
掲
載
。
①
工
事
諦
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
結
す
る
も
の
で
す
。

①
市
特
別
職
同
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
公
共
下
水
道
管
布
設
工
事
天
王
古
第
3
@
昭
和
制
年
度
市
二
世
会
計
補
正
予
算

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
号
幹
棉
(
2
工
区
)
H
天
王
古
6
T
目
(
第
2
号
)
既
定
的
歳
入
揖
出
予
算

町
一
部
改
正
保
育
園
唱
託
歯
科
医
の
地
先
H
の
議
負
契
約
を
1
憶
2
0
0
0
内
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
8
億

報
酬
を
定
め
る
も
の
で
す
。
万
円
で
締
結
す
る
も
の
で
す
0
8
7
7
4
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

@
市
水
道
事
業
給
水
条
例
町
一
部
改
正
①
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
を
I
8
7
億
5
7
0
0
万
円
と
す
る
も

水
道
事
業
の
財
政
健
全
化
を
図
る
た
公
共
下
水
道
管
指
設
工
事
天
王
台
第
ー
の
で
す
。
こ
の
中
に
は
、
都
市
計
画
道

的
、
来
年
4
月
1
白
か
ら
水
道
料
金
を
号
幹
棉
(
3
工
区
)
H
天
王
台
3
丁
目
路
3
1
4
1
刊
号
線
内
一
部

(
N
E
C

地
先
H
の
請
負
契
約

i
大
和
田
地
問
)
4
0
0
m
を
婿
民
団

を
1
憶
1
2
0
0
万
m
に
拡
幅
す
る
工
事
(
9
4
2
0
万
円
)

円
で
締
結
す
る
も
の
や
第
二
小
校
庭
聾
備
(
3
2
5
0
万
円
)

で

す

。

我

孫

子

駅

南

口

土

地

区

画

盤

理

事

業

費

①
工
事
請
負
契
約
の
の
追
加
(
2
低
9
7
8
5
万
円
)
な
ど

締
結
に
つ
い
て
閣
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

道
6
号
か
ら
並
木
小
①
昭
和
印
年
度
市
開
民
髄
康
保
険
事
業

に
至
る
天
王
古
都
市
特
別
会
計
補
正
予
算
(
第
1
号
)

下
水
路
(
第
2
工
区
)
①
昭
和
田
年
度
市
土
地
区
整
理
事
業

改
修
工
事
的
請
負
契
特
別
会
計
補
正
予
算
(
第
1
号
)

的
を
、
1
億
6
0
0
①
昭
和
印
年
度
市
公
共
下
水
道
事
業
特

0
万
円
で
締
結
す
る
別
会
計
補
正
予
算
(
第
1
号
)

も

の

で

す

。

①

昭

和

田

年

度

市

手

m
H
沼
浄
化
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
(
第
1
号
)

つ
〈
L
野
川
町
幅
員

4
"
部
分
は
6
n
に
、
①
昭
和
印
年
度
市
木
造
事
業
会
計
山
m
I
1

あ
わ
せ
て
金
華
燭
も
予
算
(
第
1
号
)

架
付
替
え
ら
れ
る
。
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映
像
利
用
に
よ
る

お
母
さ
ん
の
勉
強
室

"
中
学
金
て
あ
な
た
に
は
ヰ
b
c
も
織
の
持
が
聞
こ
え
ま
す
が
?
吋
い
じ

め
L

「
書
L

逐
注
!
警
な
絡
み
を
持
つ
難
し
い
護
者
続
と

し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
ら
よ
い
の
か
‘
こ
の
フ
ゅ
A
1
ラ
ム
〈
広
掴
咽
〉

が
、
そ
ん
な
お
母
さ
ん
議
の
手
助
け
と
な
行
総
犠
い
ヤ
す
。
参
加
出
対
象
叫
悼

公
蓬
高
学
年
、
宏
子
生
後
待
つ
総
輸
相
総
務
次
の
3
会
場
で
日
一
訳
家

す
。
均
一
し
内
面
廿
で
す
の
で
、
一
い
銭
的
の
浅
い
批
聞
に
ご
善
茄
く
応
窓
い

q

骨

内

総

合

震

覧

会

吟

大

会

で

w
v
回
日
時
H
月
2
E
(
土
)
か
ら
4
門
口
v
a
時
打
H
月
日
B
(
H
H
…
午
成
問
符
初

本跨

i

j

J

一

(

的

抗

)

午

議

h
y
仲
吋
か
ら
午
後
4
時
ま
や
、
分
か
-b
午
後
4
時
却
八
万
ま
?

制

遠

藤

な

く

ご

相

談

を

一

v

会

場

主

義

鰍

V

会

場

主

義

も

一

V

悶

摺

都

品

税

引

鱗

‘

書

道

、

華

道

、

写

ム

島

、

V

潟

絡

先

塚

本

宮

〔

招

)

3

2

4

7

M
山
い
じ
め
が
大
き
な
役
会
問
怒
と
な
っ
ち
に
、
長
手
見
逃
さ
ず
、
き
な
い
主
義
、
仲
菜
、
考
古
、
公
民
総
警

サ

バ

て

い

ま

す

匂

先

日

も

重

警

い

じ

め

こ

と

失

望

す

0

1

う

ち

の

チ

?

な

く

…

主

主

義

一

京

女

さ

っ

き

議

栽

膿

脅
喜
に
し
て
、
中
学
生
が
裂
を

Z
て

良

か

っ

た

し

で

は

い

じ

め

は

?

一

v

R

T

5

2

官
庁
)

?

と

い

っ

た

殺

し

い

言

語

あ

り

ま

し

り

ま

せ

ん

五

音

寺

字

互

に

一

決

茶

会

主

義

か

ら

午

後

ら

す

で

i

b
r

ぺ

喜

納

わ

る

還

と

し

て

、

こ

重

工

芸

時

日

日

必

至

)

江

戸

工

率

、

v

室

主

公

益

子
ど
も
は
幼
台
湾
、
友
迭
と
遊
ぶ
よ
総
ω
械
で
も
諸
に
寺
っ
て
考
え
て
く
だ
…
3
6
(
口
M
〉
表
干
一
示
、
4
け
H
A
N
山
)
哨
網
干
京

2

2

、

お

互

い

に

け

ん

か

し

ん

さ

い

、

な

お

「

、

じ

め

い

の

器

三

と

o

E

長

年

女

洋

一

フ

ン

撲

全

体

会

η
、
い
じ
め
ら
れ
た
り
L
な
が
ら
人
間
み
の
力
量
ト
く
ギ
ヘ
ニ
桜
町
一
日
円
引
i

れ
u

V

白

時

立

翌

日

)

需

品

か

まし
FV
め
と
し
て
全
作
会
を
出
出
し
ま
す
。
総
会
的
ル
ー
ル
告
や
び
、
品
成
長
し
て
い
必
人
総
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仲
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ま
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。
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滋
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な
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を
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ス
タ

ト

総議室註布役所Eゼーにありますe

従
来
よ
り
市
誌
の
殺
さ
ん
に
ご
利

綴
い
と
ど
い
と
い
た
「
我
孫

r市
高

年
鈴
岳
、
パ
ー
ト
タ
イ
?
?
眠
開
業
総
談

窓
」
が
、
初
日
月
1
8か
ら
間
協
の
機
関

と
L
て
「
我
杯
開
子
市
高
年
鈴
省
報
業

制
芸
品
」
主
名
称
を
変
え
て
メ
タ
1
ト

L
ま
L
た
。
取
れ
り
四
時
う
仕
事
的
内
容
は

こ
れ
ま
で
と
田
川
と
く
お
滋
者
及
び
パ

ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
求
人
、
求
績
の
受

付
、
帥
鞘
辛
阜
の
あ
っ
誌
で
す
。
ふ
る
っ

て
ご
科
慾
く
だ
さ
い
e

間
山
口
持

1
震
か
ら

留
の
機
関
に

韓麓癌イド

ヲk

習を

政
治
の

H

主
役
u

は
あ
芝

革
法
に
辻
崇
高
な
国
民
才
権
の
理
念

が
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
当
の
「
人

記
入
の
、
人
民
仁
よ
る
、
人
民
の
た
め
の

政
治
L

丹
精
神
培
、
民
主
的
在
躍
叫
し
苧
財
制

度
設
び
有
権
者
の
積
極
約
九
包
政
治
へ
の

働
き
か
け
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。

今
年
は
反
民
参
政
時
間
同
年
、
並
円
湾

問
周
年
、
綿
入
参
政
叫
凶
川
ザ
L

と
い
う

記
念
す
べ
き
年
刊
に
も
あ
り
ま
す
a

ヲ人

ひ
と
り
が

F
に
す
る
ぷ
果
に
は
、
綬
史

的
量
一
み
と
、
生
活
に
州
市
議
し
と
肉
げ
引
を

作
り
&
め
げ
る
災
任
の
盛
み
と
が
あ
る
の

で
す
ロ
こ
れ
を
掛
川
ム
四
に
も
う
一
一
段
、
先

人
的
ι専
門
L
回
仰
い
を
級
材
、
叩
府
挙
の
原

市
川
会
議
り
返
っ
て
み
ー
は
い
カ
が
で
し

ょ島ヌか。

一

票

に

は

一

概

史

と

責

任

の

重

み

が

A

中
年
は
阿
国
民
参
政
問
…
閥
年
、
醤
選
回
て
い
る
よ
う
で
す
。

国
同
年
、
婦
人
参
政
相
周
年
で
す
。
あ
る
選
挙
の
棄
権
防
止
が
各
地
で
叫
ば
れ

調
査
に
よ
る
と
「
あ
主
た
は
日
頃
、
政
て
い
る
一
方
で
、
積
極
的
棄
権
も
意
関
心

治
に
つ
い
て
関
心
を
お
持
ち
で
す
か
L

表
示
で
あ
る
と
い
う
意
見
も
一
部
に
あ

と
い
う
伺
い
に
、
全
体
と
し
て
7
劉
が
り
ま
寸
。
政
治
を
良
く
し
た
い
と
い
う

長
心
が
ゐ
る
し
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
岡
山
い
て
一
時
す
投
じ
る
人
も
い
れ
ば
、

し
か
し
地
方
、
箆
を
関
わ
ず
政
治
に
山
間
選
挙
戸
、
政
治
は
良
く
な
も
勺
在
い
と
い
ョ

心
を
持
た
な
く
て
は
、
と
い
う
思
い
が
て
棄
権
す
る
人
も
い
ま
す
。
政
治
-
灘

あ
る
一
方
で
、
絞
治
的
告
も
の
に
向
か
挙
に
寄
せ
る
思
い
は
人
ち
ま
喜
一
ま
で
す

近
寄

ηが
た
い
も
の
を
移
む
る
人
も
多
が
、
政
治
に
よ
る
生
活
上
の
い
ろ
い
ろ

い
よ
う
で
タ
c

ま
た
、
依
然
と
し
て
育
寺
村
容
は
、
国
…
民
一
人
ひ
と
り
除
隊
じ

年
溺
奇
中
心
に
絞
ム
出
品
離
れ
が
幾
人
で
き
こ
と
で
す
。
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市
で
は
、
こ
の
一
記
念
す
べ
き
年
に
る

た
れ
ワ
、
次
的
渡
れ
つ
ぷ
門
総
蓄
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フ
ど
い
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世
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ま
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っ
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明
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制
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岡
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ポ
ス
タ
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媛、ふ潜哨税制成
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常
務
十
市
獲
安
期
決
姦
伝
ベ
ポ
明

る
い
務
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数
滋
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関
数
殺

世

V

議
鶴
岡
山
mw
滋

世

V

開
削
い
会
わ
せ
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疑
送
、
次
の
憾
な
訪
問
削
減
府
常
的
持
品
怖

が
、
中
市
の
加
問
絞
殺
ね
に
多
数
滋
せ
ち
れ

て
い
ま
ナ

φ

*
見
本
ヱ
事
と
偽
り

う品口し綿
綿

と
く

鰍
ょ

務
九州
J

悶
悶

z 

f警ibSを

占
事
時
献
の
フ
タ
ま
た
は
鈴
時
閣
の
フ
タ
は
詐
あ
っ
と
と
き
、
ま
た
訪
問
ぼ
交
H
闘
が
来
ま
す
。
ス
テ
ァ
カ
ー
に
は
作
品
駄
の
中
に

珂
に
告
ら
辛
い
等
、
出
ま
か
詮
を
い
う
た
ら
漆
崎
吸
い
綴
性
怖
く
だ
さ
い
。
う
ま
い
体
制
は
み
り
ま
せ
ん
H
と
し
て
、

*
目
、

3
人
で
来

τ、
ひ
と
り
拭
務
総
V
漉
絡
先
生
活
環
境
諌
官
(
貯
)
2
3

時間点
5
か
桑
が
警
か
れ
て
い
ま
す
。

を
下
見
し
、
?
?
の
づ
ン
セ
ン
ト
7
9
、
清
浄
化
槽
対
策
州
問
委
惜
笠
間
で
も
会
中
に
溺
治
会
的
ご
協

会
録
い
て
モ
ー
タ
ー
が
欽
楠
砕
し
で
い
る

2
1
2
5
、
官
刷
出
出
品
事
総
縁
由
〈
邸
)
1
1

カ
を
得
て
阪
布
す
晶
子
窓
で
す
。

消

費

者

の

無

知

に

村

け

込

み

信

用

さ

せ

る

よ

う

に

雲

2

1

1

曹
関
い

3
5護

。
*
意
時
不
明
の
契
約
霧
に
む
り
や
り
刈
W
V
問
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
消
山
首
仲
思
議
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「
お
言
葉
が
い
い
か
吾
、
ま
か
に
も
見
本
工
事
だ
さ
き

2よ
階
級
事
霊
し
て
い
ま
す
q

手

段

警

雪

言

語

欄

欝

勝

義

瀦

糊

調

ル

ー

ム

{

ベ

ラ

ン

ダ

等

〉

を

説

本

工

事

う

に

盟

加

わ

せ

る

が

、

災

燃

は

中

市

綴

よ

り

次

の

滋

り

で

す

。
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最

初

に

兇

級

金

制

間

金

皆

同

わ

ず

、

工

事

灘

鑓

鱗

鱒

鱒

線

。

一

戦

繍

%

叫
世
議
軸
間
立
ス
テ
ッ
カ
ー
副
島
骨
骨
鏑
議
議
器
類
叩
(
鶏

η

tし
て
絞
り
付
同
H
吉
せ
て
く
れ
る
な
ら
、
高
い
削
付
金
金
淡
求
し
て
く
る
。
*
浄
化
繍
滋
務
協
議
皇
室
び
管
漆
象
者
終
了
後
い
い
法
外
な
料
金
を
議
求
す
る
誠
線
網
裁
緩
鰍
叫
黙
殺

裂

は

義

で

い

い

で

す

よ

三

い

ま

畿

で

あ

る

か

の

よ

う

に

蕊

わ

せ

の

各

習

か

た

り

、

さ

も

絞

ま

れ

て

匁

ニ

の

偽

に

霊

瓦

害

情

も

そ

谷

線

で

霊

童

元

ト

ラ

プ

ル

防

毒

撃

選

議

閣

議

震

E

b

「
お
宅
mw
浄
化
槽
の
7
タ
M
M
サ
ピ
つ
え
か
の
よ
う
に
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。
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、
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、
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、
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叫
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蜘
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制
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刻
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財
閥
問
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説
明
司
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護
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お
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寄
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て
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方

的

に

管

総

え
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聖
書
量
司
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畿
輯
と
鮒
遥
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J
園
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し

ま
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て
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れ
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。
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し

皆

さ

ん

の

使

っ

て
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る
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樹

中
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V
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λ
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之

の

と

露

関

手

、

霊

業
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怒

益

支

が
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い

て

い

た

ら
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ず

し

て
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ぷ

戸

内

リ

診

察
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案
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に

つ

け

込
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、

鱈

ク

リ

ー

ン

キ

ャ

ン

ペ
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ン

灘
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中
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鳴
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主
総

mm
さ

せ

て

し

ま

う

点

で

共

議

し

て

い

家

l

F

W

お

願

い

盗

難

仲

間

止

の

た

め

ι、府側

す
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次

の

点

を

お

守

り

く

だ

お

い
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駐

輪

場

に

診

A
?
)波
紋
。
戒
に
告
っ
市
廷
の
皆
さ
ん
の
ど
協
力
を
か
総
い
い
転
車
に
は
必
ず
持
問
所
、
氏
名
や
必
首
巻
、

mw貼
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河
川
的
ぷ
宏
一
辺
〉
の
み
に

L
な

い

て

も

川

引
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取

れ
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酬

明

わ

れ
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、

白

地

臨

時

た

し

ま

十

。

カ

ギ

を
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ま
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潟

に

必

療

な

も

の

か

よ

〈

考

え

る

絞

総
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M
泊
ま
り
し
続
け
て
い
る
お
ま
期
公
釘
総
*
H
U
同
丹
治
門
口
(
ホ
)
布
故
上
に
肋
判
明
川
せ
ず
、
必
ず
滋
輪
場
も
し
く

治
拡
代
金
は
全
面
倒
支
払
わ
な
い
紙
袋
が
場
え
て
い
ま
す
“
こ
の
た
め
、
釈
滋
滋
ロ
*
H
U
R
V
H
n
口
(
本
J
湖
北
釈
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割
問
り
併
を
ご
利
沼
く
だ
さ
い
お
夜
は

め
適
購
入
品
U
窓
患
が
な
い
と
お
終
は
、
は
っ
駐
給
開
帽
の
機
能
が
低
下
し
、
必
問
M
W
H
鳶
口
傘
立
月
四
8
(会
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滋
我
釈
北
口
政
宅
で
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管
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ま
し
ょ
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き
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し
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緩
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時

制

滋
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撒
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方
淡
滋
給
場
内
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そ
の
問
問
哨
時
件
、
飲
畿
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闘
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軒
家
ク
リ
ー
ン
キ
守
ン
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ー
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幅
増
や
道
叫
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で
、
こ
れ
ち
仙
脱
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級
絞
殺
に
ず
っ
と
飲
愛
さ
れ
て
い
る
綴
総
犠
駒
場
ン
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
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日
月
4
臼
、
我
孫
子
市
は
後
援
5
の
刑
躍
が
あ
る
ほ
か
、
絞
り
組
問
い
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m町
議
議

の
激
去
を
行
い
ま
ナ
。
酬
駅
周
辺
の
欽
還
を
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曹
に
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徽
安
絞
め
1
灘
間
訟
の
H
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問
い
合
わ
管
術
館
陥
没
品
川
線
交
滋
問
問
時
間
害
時
に
襲
わ
れ
ま
し
た
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こ
う
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っ
と
も
あ
り
ま
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。
絞
し
く
は
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り
の
電

お
鋭
機
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で
も
総
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拘
円
6
内
問
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ホ
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か
4
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門
日
{
大
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ま
で
に
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的
叫
掃
除
大
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哨
機
長
予
知
し
も
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を
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小
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せ
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だ
さ
い
。
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金
台
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二
ゐ
冊
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事

色
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L
て
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め
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緊
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滋
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ま
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膏
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し
た
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だ
邸
機
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ド
チ
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ど

本
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さ
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。
新
本
防
総
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相
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務
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滋
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縄
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潔
管
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に
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え
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プ
口
の
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て
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煩
こ
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に
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辛
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れ
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っ
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。
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。
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、
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叫
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刊
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内
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ち
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の
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て
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て
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に
「
件
付
仰
棋
は
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な
歌
手
に
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と
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向
転
換
。

中
学
に
入
る
と
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時
制
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機
州
市
後
2
時

湾
、
作
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之
は
叫
駄
を
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ー
ず
に
吹
き

込
ん
ど
。
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れ
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江
比
事
か
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縁
っ
て
き
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ん
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時
き
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ド
バ
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。
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切
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て
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た
官
開
校
卒
業
の
年
、
知
人
の

総
介
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祭
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隠
千
秋
民
的
然
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、
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件
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款
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々
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ア
H
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光
る
も
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が
み
る
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の
弟
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1
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吋2
都
中
間
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法
レ
コ
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ド
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。
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く
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脊
て
た
い
い
と
礼
儀
作

法
か
ら
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く
紋
え
込
ま
れ
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ヂ
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搬
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{
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か
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し
作
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関
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紋
作
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開
可

終
飾
的
パ
ン
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を
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か
し
た
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協
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だ
。
ピ
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タ
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で
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将
来

誌
ウ
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的
鮒
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み
に
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と
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け
る
句
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は
科
蹄
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を
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る
晴
」
と
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滋
命
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さ
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か
司
L

つ
い
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制
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笑
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。
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手
掛
周
治
?
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問
問
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恥
料
開
山
地
先
で
、

総
線
開
叫
艇
や
4
月
に
2
選
蹴
間
滞
留
の

会
長
約
泣
・
セ
ン
チ
む
臼
此
は
と
て
だ
録
の
み
で
す
。

も
長
〈
て
ピ
ン
ク
様
、
鳴
は
総
く
旅
烏
で
、
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つ
で
は
機
縁
で
し

経
め
?
悶
納
品
師
、
持
阿
左
翼
は
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で
、
え
が
、
滋
棒
、
争
議
燃
で
も
繁
殖

油
精
り
は
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で
す
(
援
は
一
頭
ぷ
と
が
機
泌
さ
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、
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唱
え
つ
つ
あ
り
ま

う
を
む
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黒
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)
。

と
て
も
ス
γ
i
ト
章
、
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と
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あ
り
ま
せ
ん
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脳
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